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 eq \o\ac(□,３)
問１
塩酸は，気体の塩化水素が溶けた酸性の水溶液である。
問２
炭酸水素ナトリウムは分解して，二酸化炭素などを生じるので，化合物である。

問４
質量保存の法則から，反応前の質量の和と反応後の質量の和は等しい。
問５
①
図２より，炭酸水素ナトリウム5.0ｇが塩酸30.0cm3と過不足なく反応している。炭酸水素ナトリウム3.0ｇのときは塩酸が残っており，7.0ｇのときは炭酸水素ナトリウムが残っている。

②
炭酸水素ナトリウム5.0ｇのとき二酸化炭素2.5ｇが発生する。比は5.0[ｇ]：2.5[ｇ]＝２：１。

問６
反応前の質量は30.9＋8.0＝38.9[ｇ]。発生した二酸化炭素は38.9－37.9＝1.0[ｇ]。
問７
問６より，二酸化炭素は1.0ｇ発生し，このとき図２より，炭酸水素ナトリウム2.0ｇが反応している。ふくらし粉8.0ｇに炭酸水素ナトリウムは2.0ｇ含まれ，ふくらし粉100ｇ中には25ｇ含まれている。
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